
遺伝子組換えにより葉の色が変わったペラルゴニウム (右)
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研究の目的、概要、期待される効果

近年、組織培養・胚救出・遺伝子組換え等のバ
イオテクノロジーの発展により、魅力的な新植物
が効率的に作出できるようになりました。
我々のグループでは、様々な花き園芸植物 (草

花類) を用いて、バイオテクノロジーによる新品
種の育成や増殖に関する研究を行なっています。
これまでに、花が大きくなったり草丈が低くなっ
た突然変異体や、両親の良い特徴をあわせ持った
遠縁種間雑種、花や葉の色・形の変化した遺伝子
組換え植物を作出してきました。これらの植物は
他には無いものであり、オリジナルの新品種とし
て育成できる可能性が十分にあります。実際に、
一部の遠縁種間雑種は花き農家での試験栽培の後、
オリジナルの新品種として生産・販売されていま
す。
我々は、バイオテクノロジーにより市町村や農

家等と協力してオリジナルの花き品種を育成し、
それを通して地域や花き産業の発展に貢献したい
と考えています。
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・オリジナル品種の育成に興味のある農家や、
花き園芸植物を用いた地域おこしに興味のある
自治体との連携を期待します．

バイオテクノロジーによるオリジナル新品種
の育成や優良個体の増殖・保存を行うことがで
きます。また、花の新名所づくりについて助言
することができます。
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バイオテクノロジーによる花き園芸植物の品種改良
～ オリジナル品種の育成に向けて ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

胚救出により作出したキバナノホトトギス (左) と
タイワンホトトギス (右) の種間雑種 (中)
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